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アタッチメントとは
くっついて安心感を得る不安解消のシステム

ネガティブな
感情が生じる「特定のだれか」に

くっつく

安心する

立ち直る

泣いて呼んだり、

自分から近づいたりして、

くっつこう（アタッチしよう）
とする

くっついて調整して

もらう経験をくり返すうちに、

実際にはくっつかなくても
気持ちを立て直せるように

なっていく
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心の力

＝幹

すこやかな育ちのために必要なこと

温かな見守り

＝日光
子どものさま
ざまな能力
＝枝分かれ
した先につく

葉

学力・知能

＝花や実

アタッチ

メント
＝土

環境の整備

＝鉢の植え
替えなど

身の回りの

世話
＝水やりや
肥料を与え
ること
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「安心感の輪」のなかで子どもは遊び、育つ

安心して

基地を出発

確実な避難所を

求めて帰還

心身の発達
＝「安心感の輪」の

広がり

子どもが大きくなるにつれて、

実際に戻ってくることは減っ

ていく。しかし、「戻れる基地が
ある」という確信が輪の拡大を

支える

探索を
支え促す

感情を
立て直す
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アタッチメント理論→「A/E理論」

Attachment / Exploration
（アタッチメント） （探索）

「安全な避難所」 / 安心の基地

安心感の輪

• 物理的に「くっついていること」そのものよりも「いざとなったらいつでもくっつける」という
感覚の重要性

･･･→ 危機との遭遇

→ ネガティブな情動経験（恐れ・不安・欲求不満等）

→ 「安全な避難所」にくっつこうとする（アタッチメント）

→ ネガティブな情動の調節/ 情緒的燃料補給

→ 「安心の基地」からの探索・遊び

→ 危機との遭遇･･･

• この輪がいかに自然にかつ確実に機能し得るか →子どもの健やかな心身の発達のカギ

• 子どもの成長＝徐々にこの輪を広げること

「一人でいられる時間」の拡張

「避難所」：感情を立て直す / 「基地」：探索を促す

遠藤利彦『⼊⾨ アタッチメント理論』⽇本評論社, 2021年



心の力は「非認知能力」として注目されている

非認知能力
…数値では示せない
「心の力」

認知能力
…測定可能な知能

自己にかかわる力
自分を大切にしながら自分をコ

ントロールし、自分を高めようと
する力

●自尊心・自己肯定感

●自己効力感・自信
●自立心・自律性

●自制心・自己制御・粘り強さ
●好奇心・意欲 など

社会性にかかわる力
人とうまく協働して生活してい

くために必要な力
●心の理解能力

●強調性・協働性

●共感する力・思いやり
●社交性・コミュニケーション

●良いか悪いか判断する道徳性
など

アタッチメント
が安定している
と、非認知能力
（心の力）が育ち

やすい たとえば…
●ちょっと難しそうなことにも取

り組み続けられる子どもにみら
れる、「自分ならできるはず」と

いう自信

●列に並んで順番を待つなどと
いった行動にみられる自制心

●「みんな」で協力して目標を達
成しようとする協調性 など遠藤利彦『アタッチメントがわかる本』講談社

「いざとなったら受け入れてくれる」確信が
「心の力」を育む

安定した
アタッチメント

「人は信じられる存在」と
いう確信

「自分には愛される価値
がある」という感覚
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「愛の理論」の実験

⼤きな楕円と⼩さな楕円が
くっついて遊んでいるように
⾒える

⼤きな楕円だけ１段上に上がり、
⼩さな楕円はふるえている。
⾚ちゃんの泣き声が流れ、
⼩さい⽅が泣いているように⾒える

⼩さな楕円を置いたまま、
⼤きな楕円はさらに上の段に
登っていく

⼤きな楕円が
⼩さな楕円のもとに戻ってくっつく
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Johnson SC, Dweck CS, Chen FS, Stern HL, Ok SJ, 
Barth M. At the intersection of social and 
cognitive development: internal working 
models of attachment in infancy. Cogn Sci. 
2010 Jul;34(5):807-25

「愛の理論」の実験

安定したアタッチメントの子
どもは、小さな楕円が置き
去りにされることに驚く

アタッチメントが安定的でない
子どもは、大きな楕円が戻って
くることに驚く
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「育てにくさ」は安定的なかかわりを難しくする

「育てにくさ」を
感じる子ども

発達障害の特性？
育てにくさの背景には、発達障害が
あるのかもしれない。発達のしかたに

みられる特有の傾向は、その子の特

性として基本的にはずっとあり続け

るもの。ただし、乳幼児期には診断が

難しいことも。

気質の問題？
子どもにはそれぞれ生まれ持った気
質がある。たとえば、眠りのリズムな

ど、生理的な周期性が不規則で読み

にくい子どもに対しては、「育てにく

さ」を感じることも。また、ちょっとし

たことでびっくりして泣き出す子もい
れば、動じない子もいる。

遠藤利彦『アタッチメントがわかる本』講談社

「当たり前」を続けるには養育者の支えも必要

「育てにくさ」を
減らす対応

「家庭だけ」でかかえこまない主たる養育者をサポートする

子どもの気質や特性を理解する
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子どもが発するシグナルに応じるのは重要
でも…「先読み」に注意
求めに応じる。求めがなければ踏み込まない。

「先読み」に注意
求めに応じる。求めがなければ踏み込まない。

大人が先読みして
かかわる

子どもは泣かずに
すむが自己効力感

を得にくくなる

子どもが泣く 大人が応える

子どもは
自己効力感を

得る

そろそろおっぱい
の時間ね

そういえばおなか
すいたかも・・・

おなかすいた 不快だ おなかすいたの？
おっぱいあげるね

泣いたら
おっぱいもらえた

⾃分には状況を変
える⼒があるんだ
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「侵害しない」ことも重要

なし あり

あり

なし

大
人
#
読
%
取
'
／
応
答子どもの内的状態／シグナル

当たり

的確に読み取り、
応答できている

⇒必要なときに子どもが
利用できる状態

侵害しない

シグナルがないときは、
干渉しない

⇒必要がないから
出しゃばらず見守る

はずれ

シグナルを見過ごすか、
気づいても応えない

⇒必要なのに
子どもが利用できない状態

やりすぎ

読み取りが過剰で、
かかわりすぎ

⇒必要のない押しつけ

遠藤利彦『アタッチメントがわかる本』講談社

とはいえ、「ほどほど」にうまくいけば十分

• 子どもが発するシグナルに対し、最初から「当たり」をとる確率は、
3〜4割

• 「はずれ」の場合、言葉を獲得する前であれば、さらに泣き、多少なりと
もおしゃべりできれば、「ちがうの！」と主張する

• そこで、別の対応をとるなかで、「当たり」が出たら子どもは満足し、そ
れまでの失敗は大目に見る

⇒こうしたやりとりを重ね、最後には自分の思い通りの対応を引き出す
経験を通して、子どもは「自己主張する力」や自己効力感など、自己にか
かわる力が育まれていく

• 初めから完璧な対応をしなければ、と気負うことはない。「ほどほど」で
十分。むしろ、トライ&エラーを繰り返した結果、うまくいった、子どもの
立場からすれば望みの対応を手に入れたというほうが、子どものたく
ましい「心の力」は育ちやすい
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感情を整える

子どもの感情調整のしかた

回避型対処

いやなことから目を背
けて注意をほかに向け
たり、ただ自分の体や
お気に入りの移行対象
に触れたりして、気をそ
らす。

問題焦点型対処

感情が崩れた原因その
ものを解決しようとす
るが、幼少期の段階で
はまだうまくいかない
ことも多く、いわゆる
「イヤイヤ期」の到来を
まねくことがある

再評価型対処

いやな思いをしたとき、
たとえば欲しかったも
のが手に入らなかった
ときには「あれは赤ちゃ
ん向けだから、自分に
は必要ない」などと考え、
気持ちを落ち着かせる。

幼い時期にみられることが多い 2歳前後 ⼩学⽣になる頃にはこうした⽅法も
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共感的なかかわりが子ども自身の調整力
を育む

親のなだめ方の３タイプ

「立て直しだけ」の
タイプ

表情を変えずに「たしい
たことないよ」「チクっと
するだけ！」と、子ども
の不安には触れないよう
にして、「終わったら、な
にして遊ぼうか？」など
と、気をそらす

先に注射を受けた赤ちゃんが何人も泣いて

いて、順番待ちの赤ちゃんも怖くなって泣
いている

「映し出しだけ」の
タイプ

赤ちゃんのあまりの興奮
ぶりに動揺し、親も泣き
そうになりながら、「どう
しよう」「困った」と途方
に暮れている

「立て直し・映し出し
両立」タイプ

赤ちゃんと同じような表
情をしながら、「怖いの
ね」「でも、一緒にいるか
ら大丈夫」「あとで遊ぼう
ね」など、共感しながら立
て直しをはかる
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子どもが生きる２つの世界

家庭

保育園・幼稚園・
こども園など

子どもにとって最初のア
タッチメントは、親（養育
者）とのあいだで形成さ
れることがほとんど

保育者は重要なアタッチメント
対象のひとりだが、「親代わり」
というわけではなく、集団の場
ならではの役割が求められる

一般的には家庭でのアタッチメ
ントが先行するが、保育者との
関係が基盤となり、家庭での安
定したアタッチメント形成につ

ながることもある
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集団と家庭で少し違う「基地」に
期待されること
保育の場で必要とされる２つの敏感性

集団的敏感性

二者関係的敏感性
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集団としての安全性を高めるために

•園では、ひとりの保育者が複数の子どもを担当する。個々の子ど
ものニーズに的確に応えようとしても対応しきれず、結果的に子
どもの不満は解消されにくくなるおそれがある

•一方、子どもは子どもどうしで楽しく遊べるように支えてくれたり、
みんなが安全に過ごせるようにしてくれたりする保育者には、「い
ざとなったらこの先生がなんとかしてくれる」と、信頼を寄せる

•子ども同士のやりとりにしっかりと目を向け、みんなが楽しく過ご
せるように配慮していけば、結果的に保育者と子どもの１対１の関
係も、良好なものになりやすい
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〜個別的なかかわり〜
不安定なアタッチメントの影響

ネガティブな感情を
うまく調整できない

特異な行動パターン
（執拗に泣くなど）が
形成されやすい

人の表情や言葉を
否定的に受け取りや

すい

友好的な関係をつく
りにくく、結果的に
人とかかわり、対人
スキルを身につける
機会が減る
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ネガティブな感情を
うまく調整できない

特異な行動パターン
（執拗に泣くなど）が
形成されやすい

人の表情や言葉を
否定的に受け取りや

すい

友好的な関係をつく
りにくく、結果的に
人とかかわり、対人
スキルを身につける
機会が減る

〜個別的なかかわり〜
「難しい子」ほど、共感的なかかわりが必要

「気持ちの言葉」

をかけながら、
共感的に

かかわる

アタッチメ
ントの安定

子どものシグナル

に応え続ける

子どもの反応に

つられない
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アタッチメントの対象は変わっていく
〜年齢とともに親から仲間、恋人へ〜

近接欲求の対象
安全な避難
所としての
役割

分離苦悩を
感じる

安心の基地
としての
役割

落ち込んだとき、
なぐさめてほしい

いっしょに時間を
過ごしたい

いつもあてにしてい
る。この⼈がいれば
なんとかなると思え

る

離れ離れになりたく
ない

いないことが悲しい

アタッチメントの対象となる4要素
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すこやかな育ちのために必要な土＝アタッチメント

アタッチ

メント
＝土

「安心感の輪」を回し、広げていく中で
育ち合う宇治市へ

安心して

基地を出発

確実な避難所を

求めて帰還

探索を
支え促す

感情を
立て直す

・シグナルがないと
きは侵害しない
・「ほどほど」で

ご静聴ありがとうございました

京都教育⼤学幼児教育協働研修にも奮ってご参加ください


